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五條市賀名生の里歴史民俗資料館指定管理業務仕様書 

 

１ 本書の趣旨 

  本仕様書は、五條市賀名生の里歴史民俗資料館（以下「資料館」という。）の指定管

理者が行う業務に関して、必要な事項を定めています。 

 

２ 資料館の管理に関する基本的な考え方 

  資料館を維持管理・運営するにあたり、次に掲げる項目に沿って行うこと。   

 （１）五條市の歴史、民俗等に関する資料（以下「資料」という。）を保管するととも

に、これらを展示して広く一般に公開することにより、郷土の歴史及び文化財に対

する住民の認識及び教養を高め、もって学術及び文化の向上に資する目的に基づき

管理運営を行うこと。 

 （２）公の施設であることを常に念頭において、公平な管理運営を行い、特定のもの

に有利あるいは不利になる運営をしないこと。 

 （３）資料館が有する歴史的・文化的な価値を損なわない範囲で、自主事業を行うこ

とができる。 

 （４）入館者が館内を見学しやすいようサービスの向上に努めること。 

 （５）資料館の環境を良好に保ち、運営管理を最も効率的に行うため、建物及び外   

構等の保守管理、清掃、環境衛生管理を相互に連携させ実施すること。 

 （６）資料館の設備の性能維持、劣化等による危険、障害の未然防止、故障時の早   

期復旧、適正な修繕、財産価値の保全等の維持管理を行うこと。 

 （７）個人情報の保護に努めること。 

 

３ 施設の概要 

 （１）名 称   五條市賀名生の里歴史民俗資料館 

 （２）所 在 地   五條市西吉野町賀名生５番地外 

 （３）概 要 

① 敷地面積  ２２１６．７１㎡ 

② 施設、設備等 

ア 資料館  木造平屋建て ２８４．８６㎡（展示室他） 

イ 伝承館  木造平屋建て １２４．２１㎡（和室他） 

ウ 四阿   木造平屋建て ６．００㎡（四阿、倉庫） 

エ 庭園    

オ 駐車場  １０台 

※別紙添付資料４「五條市賀名生の里歴史民俗資料館図」を参照してください。 
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４ 開館時間 

〇３月の開館日及び４月～２月の土曜日・日曜日・国民の祝日に関する法律（昭和２

３年法律第１７８号）に規定する休日（以下「祝日」という。） 

  午前９時から午後５時まで（入館は、午後４時３０分まで） 

〇４月～２月の平日 

  午前１０時から午後４時まで（入館は、午後３時３０分まで） 

  なお、五條市賀名生の里歴史民俗資料館条例（以下「条例」という。）第７条第１

項及び第８条第１項の規定により、指定管理者が必要があると認めるときは、五條市

教育委員会（以下「教育委員会」という。）の承認を得て、開館時間を変更することが

できます。 

   

５ 休館日   

月曜日、１２月２９日から翌年の１月３日まで 

  ただし、月曜日が祝日に当たる場合（１月１日を除く。）は、条例第８条第３項の

規定により開館し、当該祝日以後の直近の祝日でない日を休館日としてください。 

 

６ 指定の期間 

  令和９年４月１日から令和１２年３月３１日まで（３年間） 

 

７ 施設の修繕等 

（１）一件５万円以下の軽微な補修、部品の取り替えなどは、指定管理者の判断で実

施するものとし、一件５万円を超える修繕については、指定管理者から教育委員会

への申し出に基づいて教育委員会が行うものとします。 

（２）一件５万円を超える修繕や、施設本体の資産価値の向上又は耐用年数の延長と

なる修繕については、指定管理者から教育委員会への申し出に基づいて、教育委員

会が実施の要否の判断から実施まで行うものとします。 

（３）教育委員会との協議を経ず行われた修繕については、すべて指定管理者の負担

とします。 

（４）指定管理者が、資料館の運営にあたり設備等を改修する場合は、教育委員会へ

申し出るとともに、図面等を示し教育委員会の承認を得なければなりません。その

場合に要する経費についてはすべて指定管理者の負担とします。 

（５）教育委員会は、施設、設備に通常有すべき安全性を欠いていると認めるとき又

は放置することにより通常有すべき安全性を欠く恐れがあると認めるときは、一件

５万円以下の修繕について、指定管理者にその実施を命じることがあります。 

（６）指定管理者により調達し、設置した備品・設備等の修繕、指定管理者の責めに

帰すべき事由により生じた管理施設・設備の故障・損失については、指定管理者が
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自らの経費で速やかに修繕するものとします。 

 

８ 備品の購入等、帰属について 

 （１）備品購入等及び帰属について 

①資料館の運営に必要な備品等の購入については、教育委員会と協議のうえ購入する

ものとします。 

②施設機能として必要な備品を購入する場合（経年劣化等による更新も含む）には、

事前に教育委員会と協議を行うものとします。 

 （２）教育委員会の所有に属する物品（別紙添付資料「貸与備品一覧」参照）につい

ては、無償で貸与します。ただし、その修繕については、７－（６）によるものと

します。なお、貸与物品は、指定管理期間満了日に、整備点検のうえ教育委員会に

返還することとします。 

（３）指定管理者は、教育委員会の所有に属する物品については、適切に管理しなけ

ればなりません。 

（４）指定管理者が資料館の運営に供するために指定管理者の所有に属する物品を資

料館内に設置し使用する場合は、教育委員会の了解を得ることとします。 

 

９ 指定管理料の上限額 

  指定の期間に係る指定管理料の上限額は、次のとおりとします。この上限額には、

消費税及び地方消費税が含まれています。 

１７，６６１，０００円 

なお、五條市が実際に支払う指定管理料の金額及び支払方法は、教育委員会が指定

管理者との間で締結する協定書（以下「協定書」という。）で定めることとします。 

期      間 指定管理料上限額 

令和９年４月１日から令和１０年３月３１日まで（１年間） 5,887,000 円 

令和１０年４月１日から令和１１年３月３１日まで（１年間） 5,887,000 円 

令和１１年４月１日から令和１２年３月３１日まで（１年間） 5,887,000 円 

令和９年４月１日から令和１２年３月３１日まで（３年間） 17,661,000 円 

 

１０ 法令等の遵守 

  資料館の管理に当たっては、本仕様書のほか、次の各号に掲げる法令等を遵守しな

ければなりません。 

 （１）地方自治法（昭和２２年法律第６７号） 

 （２）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号） 
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 （３）個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号） 

 （４）条例及び五條市賀名生の里歴史民俗資料館条例施行規則 

 （５）五條市個人情報保護条例及び五條市個人情報保護条例施行規則 

 （６）その他関係法令 

 

１１ 業務内容 

 （１）資料館の運営に関すること。 

   ① 人員の配置に関すること。 

    ○資料館の入館及び伝承館の利用に関する受付業務、案内業務、施設（駐車場

を含む。）及び設備の管理業務、運営業務等に従事する職員を常時１名以上配

置すること。 

    ○指定管理者は、職員の資質とサービスの向上のため、職員研修を定期的に実

施しなければなりません。    

 （２）資料館の入館料金及び伝承館の利用料金（以下「利用料金等」という。）の収受

業務に関すること。 

①本業務は、地方自治法第２４４条の２第８項に定める利用料金制度により、利用

当日までに利用料金等表に基づき利用料金等を現金納付とし、利用料金等は、条例

第１８条の規定に基づき、指定管理者の収入として収受してください。 

②利用料金等は、条例第１７条第１項及び第２項の規定に基づき、条例別表第１及

び別表第２に定める金額の範囲内において、指定管理者があらかじめ市長の承認を

得て定めることができますが、指定期間内の変更は、原則として認めません。 

【入館料金（条例別表第１）】 

区 分 
入館料金（１人１回につき） 

個人 団体（２０人以上） 

小学生・中学生 １００円 ８０円 

高校生 １５０円 １２０円 

大学生・一般 ３００円 ２４０円 

【利用料金（条例別表第２）】 

区 分 

利用料金 

午前 午後 全日 

9：00～12：00 12：00～17：00 9：00～17：00 

伝承館和室 ９００円 １，５００円 ２，４００円 

  ※収入実績については、別紙添付書類「収支決算状況」を参照してください。 

   ③利用料金等の減額又は免除については、条例第１７条第３項及び第４項並びに

規則第１４条第１項及び第２項の規定に基づいて取り扱いますので、事前に教育

委員会と協議を行ってください。 
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   ④指定管理料による講演会、講座等の参加費や刊行物の販売代金等、本仕様書で

定める業務の遂行に付帯して生じる収入については、業務付帯収入として、利用

料金等と同様に指定管理者の収入とします。 

 （３）支出費用の支払に関すること。 

   ①消耗品の支払に関すること。 

    施設の維持管理用消耗品（トイレットペーパー、石鹸、清掃用具、洗剤等）   

の購入と支払に関すること。 

   ②印刷製本費の支払に関すること。 

    資料館リーフレット及び観覧券の発注と支払に関すること。 

   ③光熱水費の支払に関すること。 

   ④通信運搬費の支払に関すること。 

   ⑤事業費の支払に関すること。 

   ⑥機械警備業務委託料の支払いに関すること。 

   ※支出決算については、別紙添付書類「参考資料 収支決算の状況」を参照してく

ださい。 

 （４）資料館の施設（駐車場を含む。）及び設備の維持管理に関すること。 

   施設の適正な運営のため、施設・駐車場・設備の清掃、敷地内環境美化として、

樹木等の保全を行うこと。 

   ①清掃業務 

    ○良好な環境衛生を保ち、美観の維持、施設の保全を図るため、適切な方法に

より、埃、ゴミ、汚れ等を落とし、清潔な状態に保つこと。 

    ○日常清掃、年末大掃除を行うこと。 

   ②衛生管理 

    ○職員及び入館者の手洗い励行、感染症の予防を行うこと。 

    ○施設内トイレ、展示室等各部屋の清潔保持に努めること。 

   ③電気、空調、給排水等設備の管理 

    ○施設の電気設備、空調設備、給排水衛生設備等の各設備の日常巡視点検を行

うこと。 

   ④樹木等の保全 

    ○資料館敷地内の樹木等について、施設の美観を維持するため、剪定、除草、

消毒、清掃等の業務を行うこと。 

   ⑤施設・備品の保安管理 

    ○資料館施設内の秩序を維持し、事故、盗難、破壊等の犯罪及び火災等の発生

を警戒、防止し財産の保全とともに利用者の安全を図るため、保安管理を適切

に行うこと。 

    ○備品、物品の保管を適切に行うこと。 
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    （維持管理の対象となる備品は、別紙添付書類「貸与備品一覧」のとおり） 

    ○備品の購入及び廃棄等の異動については、事前に教育委員会と協議すること。 

   ⑥展示物の保安管理 

    ○資料館の展示物の事故、盗難、破損等を防止するため、機械警備の運用を行

い、常に良好な状態で維持管理すること。 

    ○展示物の移動については、事前に教育委員会と協議すること。 

 （５）文書作成及び保管に関すること。 

   ①資料館の運営上、必要な書類を作成し保管する。 

    ○資料館観覧券綴 

    ○特別利用許可申請書綴 

    ○特別利用変更・取消申請綴 

   ②監査に必要な資料の作成 

    ○資料館管理の収支状況 

    ○資料館入館者集計表 

    ○資料館入館及び利用状況調べ 

   ③その他必要な書類の作成 

 （６）日々の業務内容 

   ①日々業務 

    ○開錠し、機械警備の解除、カーテン等を開け室内の空気を入れ替える。 

    ○開館までに玄関周り、トイレ、展示室を清掃する。 

    ○入館者への館内の案内説明 

    ○庭木、花等の水やり 

    ○閉館後、館内の消灯、火気の確認、機械警備の開始及び施錠の確認 

（７）資料の収集、保管、展示及び閲覧に関する業務 

   ① 資料の取扱い（寄贈・寄託等を含む。）については、原則として、教育委員会

又は本市教育長が任命する学芸員が指定管理者と連携して行います。 

   ② 展示は、展示場で行う常設展示があります。次の点に留意してください。 

    ア 資料、解説パネル等の展示品、映像機器について、良好な状態で見学でき

るよう維持管理してください。特に、日常点検、巡回及びカメラによる監視

等により、展示品の汚損、破損、盗難、無許可撮影等に対して適切に対応す

るとともに、入館者の事故防止にも備えてください。 

    イ 資料館に寄託されている資料、他の文化財関係施設等から借用している資

料等の資料館所蔵資料以外の資料を展示する場合は、取扱いに十分注意して

ください。 

    ウ 映像機器については、展示専門業者等による点検、清掃及び修理を適宜行

ってください。 
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    エ 入館者の利用実態を踏まえ、施設の管理運営に大きな負担をかけない展示

替えの方法、経費、時期等を検討した上で、展示を更新することができます。

展示替えについては、教育委員会と協議してください。 

   ③ 展示場の観覧者に対しては、入館料金を収受した上で、観覧券の発行及び案 

内リーフレットの配布を行ってください。 

    ※観覧券及び案内リーフレットの増刷及び改訂については、教育委員会と協議 

の上、指定管理者が行うこととします。 

   ④ 資料の撮影、熟覧、模写、模造等の利用（特別利用）については、条例第１

４条及び規則第１５条の規定に基づいて取り扱うこととしますが、事前に教育委

員会と協議してください。 

（８）伝承館の利用に関する業務 

    伝承館の利用者に対して、利用を許可し、利用料金を収受してください。 

（９）事業の企画及び実施 

資料館の有効利用を目的とした事業（歴史・民俗資料、「南北朝の動乱」等の

中世の事象等関連イベント等）を年 1 回以上企画・実施する。 

 （10）自主事業 

     指定管理者は、資料館の設置目的に合致し、かつ資料館の維持管理業務を妨

げない範囲において、自己の責任と指定管理料以外の費用を用いて、創意工夫

により自主事業を企画、実施することができます。また、収入が発生する場合

は、自らの収入とすることができます。自主事業を実施する場合には、事業計

画書にその内容を記載するとともに、事前に事業の内容、実施方法等について

教育委員会と協議し、承認を得ることとします。 

（11）その他教育委員会が、資料館の管理運営上必要と認める業務 

     事業計画書で事前に教育委員会に報告の上、行ってください。 

（12）職員の通勤用自動車等に係る駐車場の貸付料の徴収及び納付について 

    職員の通勤用自動車及び指定管理者所有車等を施設敷地内へ駐車する場合は、

五條市職員等の通勤用自動車における市有財産の使用に関する規則に定める申

請を行った上で、駐車場の貸付料を徴収し市に納付してください（ただし、二

輪車を除く）。 

 

１２ 物品の管理について 

   指定管理料により、物品を購入したとき、また、指定管理者が行った修繕により、  

結果として物品を取得することになった場合、その物品は教育委員会の所有に帰属

します。 

   指定管理者は、教育委員会の所有に属する物品については、善良な管理者の注意

をもって管理に努め、物品のうち備品については、備品台帳（別紙添付資料「貸与備



 8 

品一覧」）で管理し、取得及び廃棄等の異動について、事前に教育委員会と協議しな

ければなりません。 

 

１３ 指定管理者の責めによる指定の取消し 

   教育委員会は、地方自治法第２４４条の２第１０項の規定により、指定管理者が

次のいずれかに該当すると認めるときは、指定管理者に対して必要な指示を行い、

期間を定めて改善計画の提出及び実施を求めることができるものとします。 

 （１）指定管理者の指定後に、協定書の内容を履行せず、または、その他実施条件に

違反したとき。 

 （２）業務に関し、不正行為があったとき。 

 （３）教育委員会に対し虚偽の報告書等を行い、又は正当な理由なく報告等を拒んだ

とき。 

 （４）指定管理者の責めに帰すべき事由により、業務の継続が困難となったとき又   

そのおそれが生じたとき。 

 （５）協定書に規定する欠格条項のいずれかに該当することとなったとき。（指定管理

者がグループの場合は、グループを構成する者のいずれかが該当することとなった

場合を含む。） 

  上記の場合において、指定管理者が期間内に改善することができなかった時、教育

委員会は、地方自治法第２４４条の２第１１項の規定により、その指定を取り消し、

又は期間を定めて業務の全部又は一部の停止を命ずることができるものとします。 

 

１４ 立入調査 

  教育委員会は、必要に応じて施設、物品、各種帳簿等の現地調査を行います。 

 

１５ その他 

 （１）緊急時の対策及び防犯、防災対策について、マニュアルを作成し従事者に指導

及び訓練を行うこと。 

 （２）個人情報保護については、従事者に周知徹底を図ること。 

   ①個人情報の保護に関する留意事項 

・指定管理者は、管理運営に従事する者に対し、その業務にかかわる個人情報  

の取扱いに関する留意事項を具体的に指示すると共に、日常業務において必要

に応じて指導する。 

・個人情報の記載のある書類等は、教育委員会の事前承認なしに複写し、ある  

いは外部へ提出、若しくは持出しをしない。 

・廃棄については、教育委員会と協議の上、第三者の手に渡らないよう確実な  

方法によって処分する。 
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・取得する個人情報は、申請に必要な事項を確認するために必要な事項のみと 

し、申請者以外から取得しない。 

・担当職員以外は取り扱わない。 

・個人が個人の活動として施設を利用する場合は、本人の了解なしに利用状況 

を施設の掲示板等に掲示しない。 

 （３）その他 

   ①資料館の管理上、教育委員会が必要と認める業務を行うこと。 

   ②資料館業務内容で、記載のない事項については、教育委員会及び指定管理者が

誠意をもって協議し、定めるものとする。 

 

＜五條市賀名生の里歴史民俗資料館指定管理業務仕様書の添付書類＞ 

 （１）五條市賀名生の里歴史民俗資料館概要 

 （２）収支決算状況 

 （３）貸与備品一覧 

 （４）五條市賀名生の里歴史民俗資料館図 
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所在地

敷地面積

構造

主要施設

資料館（284.86㎡）

伝承館（124.21㎡）

四阿（6.00㎡）

機械設備の概要

その他設備

設置年月日

開館時間

休館日

入館料金（個人利用）

入館料金（２０人以上の団
体利用）

伝承館和室利用料金

公共交通アクセス

テーマ

資料館内

資料館外

伝承館内

平成１６年９月１日開館

指定管理者が、下記の金額の範囲内において、あらかじめ市長の承認を得て
定める。
小学生・中学生１００円　　高校生１５０円　　大学生・一般３００円

指定管理者が、下記の金額の範囲内において、あらかじめ市長の承認を得て
定める。
小学生・中学生８０円　　高校生１２０円　　大学生・一般２４０円

指定管理者が、下記の金額の範囲内において、あらかじめ市長の承認を得て
定める。
午前（９時～１２時）９００円　　午後（１２時～１７時）１，５００円
全日（９時～１７時）２，４００円

◆収蔵・保管資料の点数

ＪＲ和歌山線五条駅下車、奈良交通バスの十津川方面行きに乗車し「賀名生
和田北口」バス停下車、北へ徒歩

「地域の歴史・南朝の歴史」「映像シアター」「西吉野のくらしと文化」
「情報コーナー」
※詳細は、案内リーフレットを参照のこと。

資料１　五條市賀名生の里歴史民俗資料館の概要

◆施設の概要

◆利用案内

◆常設展示の概要

※点数、内訳等の詳細は、指定管理者指定後の業務の引継事項となる。

奈良県五條市西吉野町賀名生５番地外

２２１６．７１㎡

木造平屋建て

建築面積４１５．０７㎡

展示室　図書・情報コーナー　事務室　収蔵庫　トイレ　その他

和室４間　湯沸室　トイレ　その他

四阿　倉庫

３３７点（うち寄託品５１点）

１８点

５点

機械警備、空調施設、施設監視機器、ＤＶＤ映像機器
※詳細は、「資料２　施設、設備等の維持管理水準」を参照のこと。

電話設備、放送設備、駐車場：１０台分

午前９時から午後５時まで（入館は、午後４時３０分まで）

月曜日、祝日の翌日、年末年始（12月29日から翌年の１月３日まで）
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開館日数 入館者数 入館料金収入額

平成21年度
（市直営）

３０７日
６，９７９人

（うち有料２，９４７人）
７９７，２４０円

平成22年度
（第１期指定管理１年目）

３１６日
３，１６１人

（うち有料３，００３人）
８５５，７２０円

平成23年度
（第１期指定管理２年目）

３１０日
２，９５７人

（うち有料２，７９４人）
７８５，６８０円

平成24年度
（第１期指定管理３年目）

３１１日
３，４９１人

（うち有料２，９９２人）
８４５，２７０円

平成25年度
（第２期指定管理１年目）

３１１日
４，００２人

（うち有料２，３０５人）
６５２，０９０円

平成26年度
（第２期指定管理２年目）

３０４日
４，２６７人

（うち有料２，２５１人）
６０９，１９０円

平成27年度
（第２期指定管理３年目）

３０４日
３，７５９人

（うち有料１，９５０人）
５３２，３９０円

平成28年度
（第３期指定管理１年目）

３０７日
４，１０９人

（うち有料１，８６０人）
５０２，７５０円

平成29年度
（第３期指定管理２年目）

３１０日
３，３１６人

（うち有料１，６１０人）
４２９，５８０円

平成30年度
（第３期指定管理３年目）

３１０日
３，２９０人

（うち有料１，６３８人）
４４６，４９０円

平成31・令和元年度
（第４期指定管理１年目）

３１０日
３，２５７人

（うち有料１，７７６人）
４７２，９５０円

令和２年度
（第４期指定管理２年目）

２６２日
３，２９４人

（うち有料１，６４５人）
４３９，０８０円

令和３年度
（第４期指定管理３年目）

３０７日
３，３５２人

（うち有料１，５９７人）
４１３，５４０円

令和４年度
（第５期指定管理１年目）

３０７日
２，９０２人

（うち有料１，５２３人）
４０８，６８０円

令和5年度
（第５期指定管理２年目）

３１０日
３，０２０人

（うち有料１，４５４人）
３９３，７００円

令和6年度
（第６期指定管理１年目）

３１１日
２，９８１人

（うち有料１，４８４人）
３９６，１５２円

令和7年度
（第６期指定管理2年目）

３０６日
３，２３８人

（うち有料１，５００人）
３９９，８３０円

◆施設利用実績①資料館の開館日数、入館者数及び入館料金収入額
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利用団体数 利用者数 利用料金収入額

平成21年度
（市直営）

４２団体 １，１６９人 １２，６００円

平成22年度
（第１期指定管理１年目）

３１団体 ７８３人 ２６，４００円

平成23年度
（第１期指定管理２年目）

４５団体 ８５２人 ３０，３００円

平成24年度
（第１期指定管理３年目）

４１団体 ７０５人 ２２，５００円

平成25年度
（第２期指定管理１年目）

２３団体 ４１３人 ２３，４００円

平成26年度
（第２期指定管理２年目）

２６団体 ３７４人 １５，９００円

平成27年度
（第２期指定管理３年目）

２２団体 ３７９人 １４，４００円

平成28年度
（第３期指定管理１年目）

３０団体 ５９６人 １４，１００円

平成29年度
（第３期指定管理２年目）

２４団体 ４７３人 ２１，０００円

平成30年度
（第３期指定管理３年目）

１６団体 ２６６人 　８，１００円

平成31・令和元年度
（第４期指定管理１年目）

１７団体 １６８人 １１，７００円

令和２年度
（第４期指定管理２年目）

１５団体 ２６１人 　９，９００円

令和３年度
（第４期指定管理３年目）

　９団体 　９２人 　１，８００円

令和４年度
（第５期指定管理１年目）

１９団体 ２３５人 　７，５００円

令和5年度
（第５期指定管理２年目）

14団体 １４３人 　８，４００円

令和6年度
（第６期指定管理１年目）

２６団体 ４５８人 １７，７００円

令和7年度
（第６期指定管理2年目）

２７団体 ５０３人 １４，４００円

◆施設利用実績②伝承館の利用団体数、利用者数及び利用料金収入額
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光熱水費
（電気・ガス・簡易水道）

修繕料 委託料

平成21年度
（市直営）

  　８３４，８３７円 　９８，０００円 ４９７，９０４円

平成22年度
（第１期指定管理１年目）

  　８２５，１７１円 　　９，０００円 ４１７，０００円

平成23年度
（第１期指定管理２年目）

  　８１７，９６０円 　　　　   　０円 ４１２，０００円

平成24年度
（第１期指定管理３年目）

  　８０９，３４９円 １４１，０００円 ４６１，５００円

平成25年度
（第２期指定管理１年目）

  　８６３，５５５円 　　　     　０円 ４７１，０００円

平成26年度
（第２期指定管理２年目）

  　９１４，３８３円 　５４，０００円 ４８２，０７２円

平成27年度
（第２期指定管理３年目）

  　９１４，１１８円 　９６，０００円 ４８２，３４４円

平成28年度
（第３期指定管理１年目）

  　８９２，８２２円 　５４，１４８円 ５００，３４４円

平成29年度
（第３期指定管理２年目）

  　９６２，１９７円 　　　     　０円 ５００，３４４円

平成30年度
（第３期指定管理３年目）

  　９８０，３０４円 １００，２３２円 ５００，３４４円

平成31・令和元年度
（第４期指定管理１年目）

  　９７８，６６５円 　６２，５７０円 ５０４，１２５円

令和２年度
（第４期指定管理２年目）

  　９７４，６１７円 　４６，４７０円 ５０７，９０６円

令和３年度
（第４期指定管理３年目）

１，０３２，０３９円 １９２，０００円 ５０７，９０６円

令和４年度
（第５期指定管理１年目）

　   ９８１，０８０円 　１９，９００円 ５６４，４０６円

令和5年度
（第５期指定管理２年目）

　   ８２９，８２８円 １０１，２００円 ５６４，４０６円

令和6年度
（第６期指定管理１年目）

　   ９４８，４６７円 １２４，３５２円 ５８６，４０６円

令和7年度
（第６期指定管理2年目）

　   ９３０，４２５円 ２７，５００円 ５８６，４０６円

◆光熱水費、修繕料及び委託料の実績
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資料２ 収支決算状況                           （円） 

項   目 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

第５期指定 

管理の２年目 

第６期指定 

管理の１年目 

第６期指定 

管理の２年目 

収 

 

 

入 

指定管理料 5,806,000 6,439,000 6,439,000 

修繕料繰越金 40,100 0 0 

入館料金収入 393,700 396,150 399,830 

利用料金収入 8,400 17,700 14,400 

その他（コピー料金） 19,970 209,680 8,470 

イベント収入 73,100 81,000 146,000 

事業交付金 0 200,000 0 

自主事業収入 0 9,410 4,895 

収入計（ａ） 6,341,270 7,352,940 7,012,595 

支 

 

 

出 

管

理

費 

人件費 3,963,241 4,648,406 4,718,248 

消耗品費 291,357 233,570 279,494 

燃料費 12,432 31,399 0 

印刷製本費 0 94,600 0 

光熱水費 829,488 948,467 930,425 

修繕費 101,200 124,352 27,500 

通信運搬費 146,875 134,790 139,402 

手数料 13,400 14,280 11,860 

保険料 102,420 102,420 102,420 

委託料 564,406 586,406 586,406 

使用料及び賃借料 47,442 55,378 56,068 

原材料費 1,480 1,800 3,680 

備品購入費 5,597 0 0 

事

業

費 

報償費 5,000 35,000 5,000 

消耗品費 42,079 91,965 23,579 

食糧費 0 0 42,000 

印刷製本費 10,449 26,772 11,068 

通信運搬費 17,500 19,155 20,660 

手数料 0 0 1,980 

保険料 8,000 9,000 9,000 

原材料費 31,884 36,364 47,452 

研修費 0 0 11,500 

研修交通費 0 0 7,100 

支出計（ｂ） 6,206,988 7,194,124 7,034,842 

収支差引額（ｃ＝ａ－ｂ） 134,282 158,816 ▲22,247 

修繕料未執行額（ｄ） 0 0 22,250 

実質収支差引額（ｃ－ｄ） 134,282 158,816 ▲44,497 
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使用場所等 品名 数量 使用場所等 品名 数量

展示室 展示用ハイケース 1 収蔵庫 スチール製書類ロッカー 1

展示用ローケース 10 組立式鋼製棚 6

シアター用チェアー 2 組立式鋼製棚 1

シアター用チェアー 1 撮影用ライトスタンド 2

パーテイションポール 2 資料収蔵用コンテナ 10

消火器 1 展示室・倉庫 アルミ脚立 1

遮光ロールカーテン 6 パイプイス 6

パンフレットスタンド 1 資料館玄関 傘立て 1

傾斜複式書架５段２連 1 ホワイトボードキャスター付 1

直立単式書架５段２連 1 サインスタンド（大） 1

閲覧テーブル 1 サインスタンド（中） 1

閲覧チェアー 1 トイレ前倉庫 電気掃除機 1

書籍本棚 2 資料館屋外 ホース筒先格納箱 1

木製ベンチ 2 伝承館 座敷机 10

タッチパネルコンピューター 1 傘立て 1

消火器 1 スモーキングスタンド 1

図書 736 サインスタンド（小） 1

事務室 事務机 1 座敷机 4

事務机 2 座敷机 5

事務イス 1 食器棚 1

事務イス 2 座卓 1

事務机袖ロッカー 2 システムキッチン 1

月予定表ホワイトボード 1 消火器 1

デジタルカメラ 1 電気掃除機 1

電動ポット 1 モニターテレビ２８型 1

テプラ 1 ビデオデッキ 1

シュレッダー 1 座布団 34

小型金庫 1 ガス給湯器 1

電話機（ＦＡＸ兼用） 1 四阿倉庫 電気バキューム 1

冷蔵庫 1 電気バリカン 1

プリンター 1 （注）収蔵資料を除きます。

レジスター 1

スチール製書類ロッカー 1

スチール製書類ロッカー 1

スチール製書類ロッカー 1

スチール製書類ロッカー 1

スチール製書類ロッカー 1

応接セット 1

システムキッチン 1

電気温水器 1

テレビ１４型 1

丸イス 2

カセットデッキ 1

資料３　貸与備品一覧

図書・情報コー
ナー

 


